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令和６年第２回小国町教育委員会会議録 

 
 
１　開催年月日　　令和６年３月１日（金） 
 
１　開催の場所　　おぐに町民センター　１０１号室 
 
１　開　　　会　　３月１日　午後１時３０分 
 
１　閉　　　会　　３月１日　午後２時３７分 
 
１　出 席 委 員　　教 育 長　　村 上 悦 郎 君 
 

教 育 委 員　　木 下 勇 児 君 
 
　　　　　　　　　教 育 委 員　　髙村さつき 君 
 
                  教 育 委 員　　時松比佐代 君 
 
　　　　　　　　　教 育 委 員　　石 松 愛 子 君 
 
１　出 席 職 員　　事 務 局 長　　久 野 由 美 君 
 
　　　　　　　　　事 務 局 次 長　　後 藤 栄 二　君 

                （社会教育係長兼務） 

 
文 化 振 興 係 長　　山 下 弘 子 君 

 
学 校 教 育 係 長　　松 本 恵 君 
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議事の経過（Ｒ６） 
 
教育長（村上悦郎君）　ただいま、出席委員は全委員私を含めて５人です。定員数に

達しておりますので、令和６年第２回小国町教育委員会会議を開催いたします。 
 

(午後１時３０分) 
 

教育長（村上悦郎君）　議事日程につきましては、お手元に配布してあるとおりです。 
日程第１「会議録署名の指名について」は、小国町教育委員会会議規則第１９条第

２項の規定により、本日出席の教育委員全員及び会議録を調整する職員の署名とし

ます。 
日程第２「会期の決定について」　お諮りいたします。会期は本日１日といたした

いと思います。これに異議ありませんか。 
 
教育委員（全員）　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決定いたしま

す。 
日程第３「教育長の報告について」、私から４点報告させていただきます。１２月

以降の学校教育関係の報告を行います。 
１ 小国町人権啓発フェスティバルの開催 

　 １２月２日（土）JA 阿蘇小国中央支所情報企画センターで、対面による「第２９

回小国町人権啓発フェスティバル」が開催されました。学校関係では、小国小学校

６年生の人権劇「夕やけが美しい」、小国中学校８年生の「沖縄修学旅行平和学習

発表」、小国高校生の人権作文発表」が行われました。その他、幼稚園、保育園、

支援学校の発表もあり、人と人との繋がりの大切さを感じるとともに人権について

考えるフェスティバルとなりました。 
２ インフルエンザ蔓延   

　 １月１７日から６年１組が１８日から１年１組が１９日までの学級閉鎖としまし

た。翌週の１月２２日の月曜日、全校でインフルエンザによる出席停止者３４名、

発熱による欠席者３０名、早退２名、全校の約２５％欠席となり、学校医の指導を

受け２５日までを休校としました。２月に入り、小国中学校においても、インフル

エンザ罹患者が増え、２月９日開催予定の「SDGｓ発表会」が１９日に延期になり

ました。インフルエンザに混じり、新型コロナウイルス感染症も見られています。 
３ 台湾台北市士林区訪問  

  　２月２６日～昨日まで台湾台北市士林区を訪問してきました。２６日に中国文化

大学訪問、２７日に士林小学校を訪問しました。教育関係者として小国小学校堺校

長と小国高校藤本校長も訪問団として参加し、小国高校生の大学進学、小国小中学

校の士林区の学校との今後の「国際交流」の進め方等について協議しました。 
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４ 卒業式 
 　本日午前中に「第７５回小国高校卒業証書授与式」に出席しました。３５名の卒

業生。３月８日に小国中学校の卒業式が行われ５４名の生徒たちが卒業を迎えます。

３月２１日には小国小学校の卒業式が行われ４２名の児童が巣立ちます。教育委員

の皆様の式への参加をよろしくお願いします。 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の報告について、質問あるいはご意見等あればお願い

します。 
 
教育長（村上悦郎君）　なければ、次に移りたいと思います。日程第４「教育委員会

事務局からの報告について」事務局からお願いします。 
 
事務局長（久野由美君）　事務局から報告します。１１/２０(月)「坂本善三美術館運

営委員会」に髙村委員が出席されました。昨年度及び今年度の展示活動及び関連事

業、歳入歳出決算と予算について協議が行われました。 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの報告事項について、質問あるいはご意

見等あればお願いします。 
 
教育長（村上悦郎君）　なければ、ただいまから議事に入りたいと思います。 
日程第５　議案第１号　「小国中学校寄宿舎管理規則の一部を改正する規則」を議

題とします。事務局からの説明を求めます。 
 
事務局長（久野由美君）　議案集１ページ上段をご覧ください。 

議案第１号　小国中学校寄宿舎管理規則の一部を改正する規則について 
地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第１５条

の規定及び教育長に対する事務委任規則（昭和４１年教委規則第５号）第１条第１

１号の規定により、小国中学校寄宿舎管理規則の一部を改正する規則を別紙のとお

り提出する。令和６年３月１日提出　小国町教育長　村上悦郎です。 
右肩に赤で１と書いてある改正本文と資料１の新旧対照表をご覧ください。第５

条経費負担の改正で、改正前第４項「食事用米は、各自持参する。」を削除し、改

正後第１項と第４項で経費負担額を、入舎者 1 人につき月額３，０００円を３，８

００円に、舎監月額４，０００円を４，８００円に改正するものです。これは、寄

宿舎保護者と舎監からの要望により、毎週米を持参することの保護者負担と確認計

量などの舎監業務負担の軽減のため、米の持参をやめてその分の負担金を増額する

ものです。附則で施行日は、令和６年４月１日とするものです。説明は以上です。

ご審議よろしくお願いします。 
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教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 
 
教育委員（木下君）　保護者からの要望を受けて、話し合いはもちませんでしたか。 
 
事務局長（久野由美君）　寮務委員会でこういった話を伺って、お米代を計算すると

これくらいになりますと説明を行い、了承いただいたものです。 
 
教育長（村上悦郎君）よろしいですか。 
 
教育委員（木下君）　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　その他ありませんか。ご質問等がなければ採決に入ります。

議案第１号について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
 
教育委員全員　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。よって議案第１号「小国中学校寄宿舎

管理規則の一部を改正する規則」は原案のとおりとすることに決定しました。続い

て、日程第６　議案第２号　「小国高等学校町営寄宿舎管理運営規則の一部を改正

する規則」についてを議題とします。事務局からの説明を求めます。 
 
事務局長（久野由美君）　議案集１ページ下段をご覧ください。 

議案第２号　小国高等学校町営寄宿舎管理運営規則の一部を改正する規則につ

いて 
地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第１５

条の規定及び教育長に対する事務委任規則（昭和４１年教委規則第５号）第１条第

１１号の規定により、小国高等学校町営寄宿舎管理運営規則の一部を改正する規則

を別紙のとおり提出する。令和６年３月１日提出　小国町教育長　村上悦郎です。 
右肩に赤で２と書いてある改正本文と資料２の新旧対照表をご覧ください。第８

条経費負担の改正で、改正前第３項「食事用米及び」を削除しするものです。これ

は、寄宿舎の米持参をやめることから削除するものです。経費については、宿泊負

担金、月額４５，０００円の中で対応したいものです。附則で施行日は、令和６年

４月１日とするものです。説明は以上です。ご審議よろしくお願いします。 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 
 
教育委員（時松比佐代君）　寄宿舎は、金曜に帰って月曜に戻ってくるんですかね。
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小国町外から寄宿舎には行った場合、土曜日曜の食事はどうなりますか。 
 
事務局長（久野由美君）　平日のみの寄宿舎となっておりますので、寄宿舎としての

食事の提供はございません。土日は高校で考えておられ、善正寺が今受けてくださ

ることになっていますが、そこでのご飯がどうなっていたかは今把握していません。 
 
教育委員（時松比佐代君）　土日の食事ができるなら、子どもたちも困らないと思う

のですか。提供が自分たちで食べてくださいとなると大変だと思いました。 
 
教育長（村上悦郎君）　その他ありませんか。ご質問等がなければ採決に入ります。

議案第２号について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
 

（「はい」と呼ぶ者あり。） 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。よって議案第２号「小国高等学校町営

寄宿舎管理運営規則の一部を改正する規則」は原案のとおりとすることに決定しま

した。続いて、日程第７　議案第３号　「令和５年度小国町一般会計補正予算（第

１０号）の教育に関する事務に係る部分の提出のための意見聴取」を議題とします。

事務局からの説明を求めます。 
 
事務局長（久野由美君）　議案集２ページ上段をご覧ください。 
　　議案第３号　令和５年度小国町一般会計補正予算（第１０号）の教育に関する事

務に係る部分の提出のための意見聴取について 
　　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９

条の規定及び教育長に対する事務委任規則（昭和４１年教委規則第５号）第１条第

１２号の規定により、別紙について、令和５年度小国町一般会計補正予算（第１０

号）の教育に関する事務に係る部分の予算提出のための意見を聴取する。 
　　令和６年３月１日提出　小国町教育長　村上悦郎です。 

右肩に赤で３と書いてある、一般会計補正予算をご覧ください。補正第１０号で

す。今回の補正につきましては、例年この時期に補正しております業務や事業実績

に伴う補正となっております。各項ごとの補正額は、表紙の第１表のとおり、教育

総務費が１９０万１千円、小学校費が３２３万円、中学校費が２４５万９千円、社

会教育費が３０７万７千円、保健体育費が３７９万６千円で、教育費合計１，４４

６万３千円の減額補正となっています。まずは、歳出からお願いします。４ページ

をご覧ください。４ページ、目の２，事務局費から、７ページ、目の３、給食セン

ター費の、２給料、３職員手当等、４共済費などは職員及び会計年度任用職員の人

件費の増減に伴う補正となっています。これは、昨年度末における当初予算編成時

の見込みの人件費から、実績により増減したことによるものです。この他につきま

しても、実績により減額するものです。５ページをご覧ください。項の３小学校費、
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目の１学校管理費、節の１０需用費、光熱水費２００万円の減額、続いて、項の４

中学校費、目の１学校管理費、節の１０需用費、１２４万円減額、飛んで７ページ、

項の６，保健体育費、目の 3 給食センター費、節の１０需用費、光熱水費１８０万

円減額と、光熱水費は大幅な増額を見込ででいましたが、実績により減額補正とな

るものです。次に、２ページをご覧ください。２ページ、目の６、教育使用料から、

７ページ、目の７、教育債につきましても、実績による増減となるものです。説明

は以上です。ご審議よろしくお願いします。 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があればお願いします。 
 
　　　　（「ありません」と呼ぶ者あり。） 
 
教育長（村上悦郎君）　ご質問等がなければ採決に入ります。議案第３号について原

案のとおり決することにご異議ございませんか。 
 
　　　　（「はい」と呼ぶ者あり。） 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。よって議案第４号「令和５年度小国町

一般会計補正予算（第１０号）の教育に関する事務に係る部分の提出のための意見

聴取について」は原案のとおりとすることに決定しました。続いて、日程第８　議

案第４号　「令和６年度小国町一般会計予算の教育に関する事務に係る部分の提出

のための意見聴取について」を議題とします。事務局からの説明を求めます。 
 
事務局長（久野由美君）　議案集２ページ下段をご覧ください。 

議案第４号　令和６年度小国町一般会計予算の教育に関する事務に係る部分の

提出のための意見聴取について 
地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条

の規定及び教育長に対する事務委任規則（昭和４１年教委規則第５号）第１条第１

２項の規定により、別紙について、令和６年度小国町一般会計予算の教育に関する

事務に係る部分の予算提出のための意見を聴取する。令和６年３月１日提出　　　　　

小国町教育長　村上悦郎です。 
右肩に赤で４と書いてある一般会計予算をご覧ください。教育委員会事務局所管

の予算につきましては、初めに歳出の方から説明します。小国町教育委員会が所管

する部分は款の９、教育費の８６ページから１０４ページの、９７ページの目の３、

集会所運営費を除く部分と、１０５ページ、款の１０災害復旧費の目の３地域コミ

ュニティ施設等再建支援事業となります。歳出予算総額は５億１，７００万５千円

で一般会計予算全体の８．８％となっており、前年度と比較して１億６，６９５万

１千円、率にして４７．７％の増額となっております。増額の要因といたしまして
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は、中学校寄宿舎の改修工事及び監理に１億７６０万円、坂本善三美術館の LED
化工事及び設計監理に２，１３０万円、熱田神宮補助金１，０００万円、小学校の

教科書改訂に伴う教師用教科書指導書の購入費用５１２万円の臨時的な費用の計

上と、会計年度任用職員人件費の改正が主な理由となっています。詳しくはページ

を追って説明します。８６ページをお願いします。目の１、教育委員会費は教育委

員会を運営する費用となっています。次に、その下の、目の２、事務局費つきまし

ては、教育長及び教育委員会事務局職員の人件費をはじめ、事務局の必要経費と８

７ページの負担金補助及び交付金に、小国高校の魅力化を図るための支援補助金な

どが計上されています。小国高校支援補助金は、全国募集を行うための事業費を追

加した３４万８千円を加算した２３２万８千円が計上されています。小国高校の全

国募集は現在の中学２年生が高校受験する令和７年度入試から行うもので、全国募

集をサポートする「地域みらい留学」という運営団体と発展の会が契約し、令和６

年度から東京と大阪である合同説明会へ参加などを始める予定のものです。その下

の、目の３、小中高連携事業推進費につきましては、学校運営推進協議会や教育指

導員の経費と検定手数料として漢検や英検の検定手数料が計上されています。続い

て、項の３、小学校費です。令和６年度の児童数は現時点で前年度当初の基準日と

比較して３名増の２６０人を見込んでいます。８８ページ下段から目の１学校管理

費となります。小学校の教育活動に必要な経費を計上しております。今年度は報酬

で会計年度任用職員として、生活活動支援員を３名、学習活動支援員を２名、図書

事務 1 名と委託料で語学指導としてＡＬＴを町の方で配置するようにしておりま

す。また、GIGA スクール構想に基づき整備したタブレット端末機や電子黒板、校

務支援システムの維持費として回線利用料や保守料、授業に有効かつ効率的に対応

できるように人的支援費用も計上させていただいております。修繕費は、小学校校

舎１，２階渡り廊下と体育館屋根の修繕費用を計上していまして、前年と比較して

４６２万６千円の増額です。その他、８９ページ下から１１段目にスクールバス運

行委託として４，７０６万４千円を計上しております。また、９０ページの備品購

入費では教科書改訂に伴い教師用指導書の購入費用、５１１万円７千円を計上して

おります。下段の目の２、教育振興費は修学旅行補助や就学援助費用として、実績

等に基づき予算計上しております。続いて中学校費です。令和６年度の生徒数は前

年度基準日から５名減の１２６人を見込んでいます。９１ページから目の１、学校

管理費となります。こちらも小学校費同様に中学校の教育活動に必要な経費を計上

しております。報酬で会計年度任用職員として、生活活動支援員を２名、学習活動

支援員を１名、図書事務１名と委託料に語学指導としてＡＬＴを町の方で配置する

ようにしております。その他ＩＣＴ機器の経費も小学校同様に計上しております。

前年度と比較して約２０３万円ほど減額となっていますが、これは修繕費の減額が

主な理由です。９３ページ中段の目の２、教育振興費は、こちらも小学校費同様、

実績等に基づき予算計上しております。下段の目の３、寄宿舎居住費につきまして

は、寄宿舎ほこすぎ寮の運営経費を計上しております。令和６年度の入寮者は男１

５名、女７名のあわせて２２名を見込んでいます。９４ページ寄宿舎改修工事監理
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委託に２６０万円、工事請負費に１億５００万円計上しています。寄宿舎改修工事

内容は、老朽化した２つのボイラーを風呂用プロバンガス、冷暖房エアコンに変更、

その他、照明のＬＥＤ化、ｗｉｆｉ環境整備、トイレの洋式化、食器乾燥機交換な

どを行い、快適な環境整備を行うものです。続いて、９５ページ、項の５、社会教

育費の目の１、社会教育総務費です。今回、町民センターと図書室での事務補助と

して、新規の会計年度任用職員の人件費を計上しています。その他、地域学校協働

活動の経費や、９６ページ、１８、負担金補助及び交付金で各種団体等への補助金

を計上しております。節の２０、貸付金、小国町奨学金貸付金につきましては、こ

こ数年の実績を考慮し大学生２名、高校生１名分を予算計上しております。次の目

の２、公民館費につきましては、小国町文化祭、二十歳のつどい、子ども会活動な

どの経費を計上しております。９７ページ、上から２番目の二十歳のつどい（旧成

人式）の記念品代を、前年と比較して３９万３千円増額しています。これは、小国

町森林組合が商品開発をした「森をつくるハンガー」に変更し、小国杉の活用促進

を図り、故郷を応援する記念品としたいものです。この費用につきましては、全額、

森林環境譲与税を充当するものです。下段の目の４、文化財保護費、９８ページの

目の５交流多目的施設費、９９ページ目の６、町民センター費は、ほぼ例年と同じ

予算内容となっております。下段、目の７、坂本善三美術館費は、坂本善三美術館

運営に必要な経費を計上しております。令和６年度は、地域の方々と連携したプロ

ダクツ展第２弾を行います。１００ページ節の１２委託料で下から３段め、収蔵庫

燻蒸業務委託は、作品のカビや防虫対策を１０年をめどに行っているもので、１３

０万円を計上しています。その上の、LED 化工事設計１３０万円と監理委託料１

００万円、１０１ページ、節の１４、工事請負費、展示照明 LED 改修工事１，９

００万円を計上しています。展示棟の照明機器を蛍光灯から LED に、令和３年度

に行った展示照明基本計画に基づき改修するものです。続いて１０１ページ中段、

保健体育費です。目の１、保健体育総務費でスポーツ推進委員の経費や各種団体や

大会への補助金が主なものとなっています。前年の中学校社会体育指導者謝礼４５

万円に代わり、上から３つ目の中学校地域クラブ指導者謝礼３７１万５千円を新た

に計上しています。中学校部活動移行の初年度の令和６年度は、休日は原則地域ク

ラブ活動として行い、平日については中学校部活動と地域クラブ活動を併存させな

がら、体制を整えていく予定です。１０２ページの目の２、体育施設費は林間広場

や小国ドーム、旧小学校体育館などの施設管理の経費を計上しています。主な増額

は修繕費で、林間広場管理テラス部分外回り通路の老朽化修繕、駐車場区画線整備

等を行う予定で、３２５万２千円計上しています。１０３ページ、目の３、給食セ

ンター費です。学校給食センターは事務長１名、調理員８名体制で１日約５３０食

分、年間約２００日の給食を提供すると見込んでいます。目の１０需用費の中の賄

材料費２，８２５万９千円の内、２００万円は物価高騰分として給食費の値上げを

せずに一般会計で予算化しています。１０４ページ、目の１７備品購入費として、

購入して１０年経って変色してきた食器の買換え等で、２３０万７千円を計上して

おります。最後に１０５ページ、災害復旧費、熱田神社補助金１，０００万円を計



9 

上しています。これは令和２年７月被災の熱田神宮復旧のための補助金で、全額、

県地域コミュニティ施設等の再建支援交付金を充当します。続いて、歳入の方を説

明します。教育委員会所管の歳入総額は６，３３５万７千円で前年度と比較して２，

３３４万９千円、率にして５８．４％の増額となっております。学校施設環境改善

交付金と地域コミュニティ施設等再建交付金の歳入が主な増となっています。歳入

は記載箇所が飛び飛びになっていますので、ページを追って該当箇所を説明します。

１６ページをお願いします。目の６、教育使用料、節の１、職員住宅使用料から節

の５坂本善三美術館入館料までがこちらで計上されています。次に１８ページの目

の７、教育費国庫補助金１，３９０万６千円と、２１ページの目の６、教育費県補

助金９０万８千円、目の７災害復旧費県補助金の節の３令和２年７月豪雨被災者等

支援交付金１，６４３万３千円の内の１，０００万円が、国及び県からの事業に対

する補助金です。次に、２２ページの目の５、教育費委託金４４０万２千円は、小

国支援学校への給食提供に対する委託金です。２４ページ繰入金で、目の２、奨学

金事業基金繰入金、１２２万４千円、２５ページ諸収入、目の２、奨学金貸付金元

金収入２７万円、下段、目の１、雑入の中の１段目電話料外と３段目寄宿舎負担金

と４段目、自動販売機収入、２６ページ中段の、ミュージアムショップ売上、美術

教室参加費併せて２４６万４千円、目の２、給食収入の節の１、学校給食収入の現

年度分、滞納繰越分併せて２，６０１万６千円が教育委員会所管の歳入となるもの

です。以上で説明を終わります。なお、教育委員会資料３から５としまして、予算

概要説明、工事請負、委託料、負担金、補助金調書、歳入歳出予算概要（前年度と

の比較表）、をお配りしておりますので、併せて参考にしていただきたいと思いま

す。よろしくご審議方お願いします。 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があればお願いします。 
 
教育委員（石松愛子君）　小学校の修繕費の渡り廊下はどこですか。 
 
事務局長（久野由美君）１階の中央玄関から体育館への渡り廊下と、２階の校舎と南

棟への渡り廊下です。 
 
教育長（村上悦郎君）　よろしいですか。 
 
教育委員（石松愛子君）　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　その他ございませんか。 
 
教育委員（時松比佐代君）　質問ではないんですが、坂本善三美術館で去年地域の人

逹の作品をピックアップしてやっておられた展示会は、ものすごく良かったと思い
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ます。近所の人も連れて見に行ったのですが、皆さん元気をいただいたということ

です。とても良かったです。医療ともつながってやっておられたことが、とても先

進的だったと感じました。今年も第２弾としてやられるということで、いいことだ

なと思いました。 
 
教育長（村上悦郎君）ありがとうございます。それでは、質問等がなければ採決に入

ります。議案第４号について原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
 
教育委員全員　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。よって議案第４号　「令和６年度小国

町一般会計予算の教育に関する事務に係る部分の提出のための意見聴取について」

は原案のとおりとすることに決定しました。続いて、日程第８　議案第５号「令和

５年度小国町（就学援助費）児童生徒の認定について」を議題とします。事務局か

らの説明を求めます。 
 
事務局長（久野由美君）　議案集３ページ上段をご覧ください。 

議案第５号　令和５年度小国町（就学援助費）児童生徒の認定について 
学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１９条の規定に基づき小国町就学援助規

則（平成２２年教委規則第３号）第５条第１項及び教育長に対する事務委任規則（昭

和４１年教委規則第５号）第２条の規定により、令和５年度小国町（就学援助費）

児童生徒の認定を別紙のとおり提出する。 
　　令和６年３月１日提出　小国町教育長　村上悦郎です。 
この「認定に係る資料」を配布しております。 
 

学校教育係長（松本恵君）　令和５年度就学援助児童生徒数の状況及び令和５年度入

学準備金（就学援助費）の２月２８日現在の申請者数や制度内容の説明を行い、個

別の申請内容を説明した。 
 
【以下、申請者の具体的な説明内容、質疑応答及び審議内容は個人情報保護のため省

略する。】 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 
 
　　　　（「ありません」と呼ぶ者あり。） 
 
教育長（村上悦郎君）　ご質問等がなければ採決に入ります。議案第５号について原

案のとおり認定することにご異議ございませんか。 
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教育委員全員　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。よって議案第５号　「令和５年度小国

町（就学援助費）児童生徒の認定について」は原案のとおりとすることに決定しま

した。続いて、日程第９　同意第１号「小国町社会教育委員の選任について」を議

題とします。事務局からの説明を求めます。 
 
事務局長（久野由美君）　議案集３ページ下段をご覧ください。 

同意第１号　小国町社会教育委員の選任について 
小国町社会教育委員を別紙のとおり選任したいので、社会教育法（昭和２４年法律

第２０７号）第１５条第１項、第２項の規定及び教育長に対する事務委任規則（昭

和４１年教委規則第５号）第１条第１３項の規定により、教育委員会の同意を求め

る。令和６年３月１日提出　小国町教育長　村上悦郎です。 
同意第１号と書いてある社会教育委員名簿をご覧ください。小国町の社会教育委

員の任期は令和６年３月３１日をもって任期満了となるため、４月１日からの２年

間の任期でご覧の方を選任したいので小国町教育委員会の同意をお願いするもの

です。定数は５名です。現委員さんからの再任が松嵜毅さん、北里康二さん、生田

敬二さんの３名で、松嵜さんと北里さんが４期目生田さんが２期目となります。今

回新任が、これまでの梶原良子さんに代わり清高徳子さん、乕谷ゆい子さんに代わ

り有住利恵さんに委嘱する提案です。なお、資料については資料６の社会教育法の

抜粋に教育委員会が社会教育委員を委嘱する旨や社会教育委員の職務などが明記

されています。裏面の小国町社会教育委員条例に委嘱の基準や定数、任期などが明

記されています。説明は以上です。　 
 
教育長（村上悦郎君）　ただ今の事務局からの説明について、質問あるいはご意見等

があれば、お願いします。 
 
　　　　（「ありません」と呼ぶ者あり。） 
 
教育長（村上悦郎君）　ご質問等がなければ採決に入ります。同意第１号について原

案のとおり同意することにご異議ございませんか。 
 
教育委員全員　はい。 
 
教育長（村上悦郎君）　異議なしと認めます。異議なしと認めます。よって同意第１

号　「小国町社会教育委員の選任について」は原案のとおり同意することに決定し

ました。続いて、日程第９　｢その他｣となっていますが、委員の皆様からあるいは

事務局の方から何かあればお願いします。 
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事務局長（久野由美君）　事務局から４点報告します。 

１点目は、教育委員会事務局要綱等の制定・改正報告です。資料７の４枚めの新

旧対照表をご覧ください。小国小国町学校給食センター運営要綱の一部を改正する

訓令です。給食提供を停止又は再開する場合の届け出様式を定め、届け出を提出す

るようにするものと、あわせて、「ものの」を加えるなどわかりやすい表現に改正

するものです。２、３枚目が様式です。２点目は児童生徒等の表彰についてです。

資料９をご覧ください。今年度の小国町児童・生徒等表彰規則の規定による表彰者

です。前期、後期で２１名です。後でご覧ください。３点目は配布物の案内です。

時報市町村教委、エデュニュース、教育情報誌東研情報を配布しております。最後

に、３月から４月における教育関係の行事についてです。資料８をご覧ください。

日程一覧です。３月８日金曜日が中学校の卒業式となっています。９時１０分まで

に受付をお願いします。今回は控え室がランチルームで駐車場が手作りの館となっ

ています。ランチルームへは、体育館横から降りる事ができます。小学校の卒業式

は、３月２１日木曜日です。９時３０分までに受付をお願いします。なお、小学校

は４、５年生のみが参加し他学年は指定休業日となっています。入学式は４月９日

火曜日の午前午後で、後日案内を送付する予定です。次に、小中学校職員の退任式

と辞令交付式です。退任式が３月２９日午後３時から、辞令交付式は４月１日午後

３時から、場所は町民センターです。教育委員さんに開式の辞と閉式の辞をお願い

しています。役割を分担したいのでご協議お願いします。 
 
教育委員（全員）　（協議を行う） 

 
事務局長（久野由美君）　協議の結果、３月２９日の退任式の担当は、開式が髙村委

員、閉式が石松委員、４月１日の辞令交付式の開式が時松委員、閉式が木下委員と

なりました。よろしくお願いいたします。事務局からは以上です。 
 
教育長（村上悦郎君）　この他に何かありませんか。 
 
教育長（村上悦郎君）　他にございませんか。なければ、閉会したいと思います。長

時間にわたる慎重審議ありがとうございました。これをもちまして、令和６年第２

回小国町教育委員会会議を閉会いたします。お疲れ様でした。 
 

（午後２時３７分） 
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小国町教育委員会会議規則第１９条第２項の規定によりここに署名する。 
 
令和６年３月１日 
 
 
　　　　  小国町教育委員会　教 育 長 
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